
 

 

ⅠⅠⅠⅠ    はじめにはじめにはじめにはじめに    
 
 人は被服により自己を表現し，他者はその被
服を媒体としてその人のパーソナリティーを
判断することをしばしば行っている． 藤原２）

  

はある性格を持つ人はどのような衣服をする
傾向があると思うか，又，ある服装を好んで
する人はどのような性格であると思うかを，
服装を言語により呈示し，測定した． また土
井３）

  らは藤原の服装言語をもとに服装を写真
で呈示し，服装から想定される性格を明らか
にした．このように服装特性と性格特性との
関連性が実証されているが，見る側のパーソナ
リティーの違いによって，相手の服装イメー
ジから推測されるパーソナリティー特性の評
価が異なることも認められている．４）

  そこで

被服行動の極端な例である ｢仮装｣ の場面で
はどのように自己表現を行い，その表現から
他者は何を認識するのかを，仮装行為におけ
る心理状態や性格などについて，その役を演
じた本人自身の評価と他者評価とを比較しな
がら両評価の関係について調査し考察した．  
 
ⅡⅡⅡⅡ    調査概要調査概要調査概要調査概要    
 
 １日中仮装をし普段と同じように授業を受
けるというイベントを行った本学の教育学部
初等教育課程美術専修 45 名を対象に，平成 10
年６月に質問紙によるアンケート調査を行っ
た． 調査内容は①何に仮装したか，②その理
由と表現方法，③仮装中に感じたこと，④そ
の役柄になりきれたか，⑤仮装時の気分，⑥普
段の性格，⑦被験者の基本属性などである． 
また 45 名中 ｢その役柄になりきれた｣ と自
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 前報１）

  では仮装行為における心理状態について，その役を演じた本人自身の評価について報告した．今回は実

際に「１日仮装」を行った大学生 45名と他学生 22名を対象にアンケート調査を実施し，仮装による気分の変化
について考察し，自己と他者による評価の対比を行った．調査内容は，役柄と着装，仮装時の気分，性格などで

ある．自己評価の場合，仮装時の気分の項目について平均評価値をもとに因子分析を行った結果，陽気，臆病，

緊張の３因子が抽出され，性格の項目においては積極的，個性的，大まかの３因子が抽出された．次に自己評価

と他者評価の関係を考察するために，同様に因子分析を行った結果，気分については，活発，陽気，不安，緊張

の４つの因子が抽出され，性格については積極的，おしゃべり，感情的，大まかの４因子が抽出された．また自

己評価と他者評価の平均因子得点間でｔ検定を行った結果，気分の「陽気」と性格の「感情的」に有意差が認め

られた． 
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己評価した 10 名を選び，仮装当日撮影した写
真をもとに，他の仮装経験のない学生 22 名に，
その役を演じた者の気分と性格などについて
他者評価してもらった． なお自己評価と他者
評価において使用した質問項目は共通のもの
である． 
 
ⅢⅢⅢⅢ    調査結果と考察調査結果と考察調査結果と考察調査結果と考察    
    
    １自己評価１自己評価１自己評価１自己評価    
        
    1111----1111    仮装内容仮装内容仮装内容仮装内容 
 45名の仮装時の写真を図１－１～３に示す． 
なお( )印は後述の他者評価に用いたもので
あり，( )内の番号は他者評価時の資料番号
に対応する． また，仮装した役柄，その役柄
を選んだ理由，役柄を表現するためのポイン
トとした特徴，使用した衣装および道具類に
ついては表１に示した．  
 学生が自主的に仮装した役柄は看護婦，女
子高生，ピエロ，魔女，口裂け女，ホワイテ
ィ，天使，ピーターパン，バニーガール，お
祭男等，童話の主人公，ＴＶのバラエティー
番組の登場人物，ミュージシャンと多岐にわ
たっていた．なお天使，魔女，女子高生，祭
男の役はおのおの複数の者が選んでいた． 全
体的に ｢人｣ を対象にしたものが多く，人以
外ではカエルの面をつけた者が 1人であった．  
 その役柄を選んだ理由としては，魔女の場
合，メイクを思いきりしてみたかった，イン
ドのサリーを着た女は布を巻きつけるだけで
縫う必要がなかった，カエルは以前気に入っ
て購入した被り物を使うチャンスがきた，ホ
ワイティはＴＶを見てインパクトがあった，
天使はかわいい，ハンバーグラーは一度なり
きってみたかった，バニーガールは目立つ，
その他，面白そうだった，衣装がそろった，
着てみたかった，なんとなくなどが挙がった．  
 使用した衣装および道具類は，家にあった
もの，自分で制作したもの，借用したもの，

購入したものなどをうまく組み合わせ，それ
ぞれの役柄の特徴を捉え表現していた．  
 その役になりきれたかの自己評価は，｢なり
きれた｣ が 33.3％，｢どちらでもない｣ が
55.6％，｢なりきれなかった｣ が 11.1％であ
った． これらの評価を学年ごとにみた割合は，
なりきれたと評価したのは 3年生が一番多く，
44.4％，2年生は 36.8％，1年生は 23.4％と
学年が上がるにつれ多くなっており，経験が
影響していることが推察される．  
 仮装中に感じたことを自由回答形式で求め
たところ，人の目が気になった，視線が集ま
るのが楽しかった，注目を浴びるのが楽しか
った等，周囲の視線に関する回答が大半を占
め，他に，人を脅すのが楽しかった，興味を
持たれてうれしかった，目立ててよかった，
いつもと違う気分で１日を過ごした，今日だ
けっていうのがいい，自分であって自分でな
いので異様な感じだった，１人でやると抵抗
感があるが皆でやったので楽しかった等が挙
がった． 普段と違う着装をすることにより，
人にどう見られるかという他者の反応に関心
が集中することが顕著に現れた． 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 

 1111----2222    気分気分気分気分    
 仮装時の気分については，｢積極的になっ
た｣，｢活発になった｣，｢弱気になった｣，｢臆
病になった｣ など 14 項目について ｢当ては
まる｣ から ｢当てはまらない｣ までを５段階
尺度で評価してもらった．そして ｢当てはま
る｣ に５点，｢やや当てはまる｣ に４点，以下
同様にし，｢当てはまらない｣ に１点を与えて
得点化し検討した．その結果，平均的には ｢楽
しかった｣，｢陽気になった｣，｢うきうきした｣，
｢無邪気になった｣，｢気持ちがよかった｣ など
の評価は高く，｢臆病になった｣，｢弱気になっ
た｣，｢やさしくなった｣，｢不安になった｣ など
の評価は低い結果となった． 
 これらの気分について，その評価構造を考
察するために，気分の 14項目を変数に，被験
者 45 名を観測回数にとり因子分析した．表２
にバリマックス回転後の因子負荷量を示した
が，固有値 1.0 以上で３因子が抽出された．
累積因子寄与率は64.4％である．因子負荷量の
大きさに注目しながら各因子の意味を検討し
た結果，第１因子は ｢陽気｣，第２因子は ｢臆
病｣，第３因子は ｢緊張｣ の因子とした． 

これらの因子について，２因子ずつ組み合わ
せて因子得点をもとに被験者をプロットした 
(図２)． 
Ｘ軸に ｢陽気｣，Ｙ軸に ｢臆病｣ をとった場合，
45 名の被験者はＸ軸とＹ軸によってほぼ４
等分された．第１因子 ｢陽気｣ と第３因子｢緊
張｣，第２因子｢臆病｣と第３因子｢緊張｣ との
組み合わせの場合も同様の結果となった． 
 次に３因子の因子得点を用いて，ウォ－ド
法によるクラスタ－分析を行い，４つのクラ
スタ－を求めた．図３は樹形図に各被験者の
因子得点のプラス・マイナスの記号を示した
ものである．各グル－プごとに，このプラス・
マイナスの符号の共通性に注目してグル－プ
を特徴づけてみると，Ａグル－プは ｢緊張｣ 
がプラス，Ｂグル－プは ｢臆病｣ がプラス，
Ｃグル－プは ｢臆病｣ がマイナス，Ｄグル－
プは ｢緊張｣ がマイナスに反応したグル－プ
と考えられる．このように４つのクラスタ－
は，｢臆病｣ の因子と ｢緊張｣ の因子により特
徴づけることができた．これを因子の布置と
対応づけ，Ｘ軸に臆病，Ｙ軸に緊張をとった
因子得点の布置図に，４グル－プを線で囲 



 

 

んでみた (図４)．各グル－プはそれぞれまと
まって分布したが，Ａグル－プは第１と第２
象限に，Ｂグル－プは第１と第４象限に，Ｃ
グル－プは第２と第３象限に，Ｄグル－プは
第３と第４象限にまたがった． 
 グル－プ内の被験者を学年別でみると，Ａ
グル－プには１・２年生，Ｂグル－プには２ 

年生，Ｃグル－プには１年生，Ｄグル－プに
は３年生が多くみられる．１・２年生はやや
緊張ぎみで臆病だった傾向にあり，３年生は
３度目の仮装ということで落ち着いていたよ
うである．



 

 



 

 

    1111----3333    性格性格性格性格 
 性格の調査に使用した 12 対の性格用語を
表３に示す．両極を７段階尺度で評価しても
らい，各尺度に１～７点を与え得点化し，評
定平均値を求め解析した．なお，１，２，４，
６については左から１～７点を与え，その他
については逆側から得点化した．その結果，
平均的には ｢感情的な｣，｢個性的な｣，｢おし
ゃべりな｣ の方向にはやや強く反応していた
が，全体的には中庸傾向にあった． 
 これらの性格について気分と同様に因子分
析をした結果，｢積極的｣，｢個性的｣，｢大まか｣ 
の３因子が抽出された (表４)．これらの因子
の２因子ずつを組み合わせ，因子得点をもと
に被験者をプロットした．図５はＸ軸に ｢積
極的｣，Ｙ軸に ｢個性的｣ をとったものである．
第３と第４象限のＸＹ軸よりに多くの被験者
がプロットされた． 



 

 

 ２２２２    他者評価との関係他者評価との関係他者評価との関係他者評価との関係    
 他者評価の被対象者は１・看護婦，２・女
子高生，３・祭男，４・ホワイティ，５・天
使(この場合３名で同一の仮装であり自己評
価もかなり類似していたので３名１組として
評価してもらった)，６・ラブラブファイヤ－の
メグッペ，７・ハンバ－グラ－，８・チベット
民族，９・お祭り男，10・女子高生である．  
 
 2222----1111    役柄の名称役柄の名称役柄の名称役柄の名称    
 まず最初に他者評価者に何に仮装したもの
だと思うかを回答してもらった．その結果，
演じた者と一致した割合の高い順に，10・女
子高生 96％，２・女子高生と３・祭り男 82％，
７・ハンバ－グラ－73％，５・天使 68％，４・
ホワイティ 59％と続いた．反対に低い値とな
ったのは，８・チベット民族で解答者０，６・
ラブラブファイヤ－のメグッペは 41％と半
数にも満たなかった．因みに８は本人がチベ
ット民族を表現するためのポイントとして用
いた頭髪に挿した羽根から，他者にはインデ
ィアンを連想させ，殆どの者がインディアン
娘と回答していた． 
 
    2222----2222    気分気分気分気分    

 気分に関する他者評価は，自己評価で使用
した気分の 14 項目について，仮装をした人が
どのように感じていたと思うかを評価しても
らった． 
 図６は 14 項目に対して与えられた得点の，
自己評価と他者評価のプロフィ－ルを比較し
たものである．他者評価の場合は 22 名の得点
の平均値を使用した．１～８までは何項目か
の評価にやや差が見られるが，全体的には同
傾向を示していることが分かる．特に４のホ
ワイティ，５の天使，６のラヴラヴファイヤ－
のメグッペは大変よく似た流れをしている． 
しかし，９のお祭り男と 10 の女子高生におい
ては，両評価に大分開きが見られた．自己評
価の場合は両サイドの尺度に反応している箇
所がいくつかみられるが，他者評価の場合に
は中庸の尺度に反応していた．このように，
全体的には仮装の写真からも，その人の気分
がある程度推定できる結果となった． 
 次に気分の評価構造を考察するために，14
項目を変数に，自己評価の 10 仮装場面と他者
評価の 10 仮装場面の合計 20 場面を観測回数
にとり，因子分析をした．表５はバリマック
ス回転後の因子負荷量を示したもので，固有
値 1.0 以上で４因子が抽出された．因子の意



 

 

味を ｢活発｣，｢陽気｣，｢不安｣，｢緊張｣ とし
た．因子得点の布置状態のー例として，図７
に第２因子の陽気をＸ軸に，第３因子の不安
をＹ軸にとり，自己評価と他者評価の関係を
示した．自己評価と他者評価とかなり異なる

場合，そうでない場合とあるが，全体的には
第２因子のＸ軸方向に特徴がみられ，他者評
価のほうが自己評価より陽気ととらえている
傾向がみられる． 
 



 

 

    2222----3333    性格性格性格性格    
 仮装者の性格についても，気分の場合と同
様に調査し，７段階の評価結果に１点から７
点を与え得点化し，自己評価と他者評価のプ
ロフィ－ルを比較した (図８)．２，７，８は

自他ともに同じように反応しているが，その
他は自己と他者において開きが見られ，自己
評価の方が大きくふれているのがわかる．特
に１の看護婦，９のお祭り男の場合その差が
顕著に表れた．全体的には自己評価のほうが 



 

 

｢とてもそうである｣ という両サイドの尺度
に反応する場合が多いのに対し，他者評価で
は中庸の尺度に反応する傾向があった．この
ことから，仮装の写真からその人の性格を推
定するのは，気分を推定するよりも難しいと
いう結果となった． 
 次に性格の評価構造を因子分析により考察
した．性格の 12 項目を変数に，自己評価と他
者評価の 20 場面を観測回数として，気分の場
合と同様に分析した．表６に因子負荷量を示
したが，それぞれの因子の内容を ｢積極的｣， 
｢おしゃべり｣，｢感情的｣，｢大まか｣ とした．
図９に因子得点による布置のー例として，第
３因子の ｢感情的｣ をＸ軸に，第４因子の 
｢大まか｣ をＹ軸にとったものを示した．自己
評価と他者評価の関係は，全体的には第３因
子のＸ軸方向に特徴がみられ，自己評価のほ
うが他者評価より感情的ととらえている傾向
がみられる． 
 
 2222----4444    因子得点の比較因子得点の比較因子得点の比較因子得点の比較    
 最後に気分と性格の各因子について，自己
評価と他者評価の平均因子得点間でｔ検定を

した (図 10)．その結果，気分では ｢陽気｣ の
因子，性格では ｢感情的｣ の因子に危険率
５％で有意差が認められた．この ｢陽気｣ と 
｢感情的｣ の因子については，先の因子得点に
よる布置図でも，自己評価と他者評価の間で
特徴が認められている． 
 

ⅣⅣⅣⅣ    おわりにおわりにおわりにおわりに    
 仮装行為には仮装者の気分や性格が顕著に
現れるものと仮定し､ 他者が推測した気分や
性格が仮装者自身の評価とどのような関係に
あるのか検討してみた｡ 気分については､ 仮
装者を個人ごとのプロフィ－ルから考察する
と､ 自己評価と他者評価との間に部分的には
差のある場合もあったが､ 全体的には類似し
た傾向を示した｡ これに対して仮装者の性格
については､ 両者の評価の間に部分的には類
似した場合もあったが､ 全体的には異なる傾
向を示した｡ つまり仮装行為による気分の変
化を他者が推察することは容易であるが､ 一
時的な仮装からは性格までは捕らえることは
困難であるということである｡  
 また､ 気分と性格について､ 評価構造の因 



 

 

子の面から考察すると，気分では ｢陽気｣ の
因子について，性格では ｢感情的｣ の因子に
ついて，自己評価と他者評価の間に違いが認
められた．  
 
 本報は日本家政学会第 51 回大会(平成 11 年
５月) において発表したものを中心にまとめ
た．  
 調査にご協力いただいた本学美術専修，家
庭専修の皆さんならびに本研究をまとめるに
あたりご指導いただいた共立女子大学小林茂
雄教授に心より感謝申し上げます．  
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